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社会福祉協議会は、
住民の皆さんの参加と協力によって運営され、
福祉のまちづくりをすすめている民間の福祉団体です。
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〒240-0112 葉山町堀内2220 福祉文化会館内
TEL 046-875-9889　FAX 046-876-1873
http://www.hayamashakyo.com/
E-mail shakyo@hayamashakyo.com

はやま オレンジカフェ

問い合わせ先：葉山町地域包括支援センター
TEL ０４６-８７７-５３２４
FAX ０４６-８７６-１８７３

E-Mail houkatsu@hayamashakyo.com

〜認知症の人、そのご家族を中心に、どなたでも自由に参加できます〜

カフェでは、交流、情報交換、介護の
相談などができます。認知症の人は
専門のスタッフと一緒に別室で過ご
しますので安心してご参加ください。

毎月最終週の  土曜日（８・12月休み）

１４：３０〜１５：３０
葉山町福祉文化会館  社会福祉協議会
２階  会議室及びボランティア室
参加費  100円（飲み物と茶菓子代）

開催日
①４月27日	 ②５月25日	 ③６月29日
④７月27日	 ⑤９月28日	 ⑥10月26日
⑦11月30日	 ⑧2020年1月25日
⑨２月29日	 ⑩３月28日

＊送迎応相談　下記にお問い合わせください

ようこそ、はやまオレンジカフェへ♪

2019年度
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平成31年度（令和元年度）予算総額　187,175,000円（前年度比：＋4,647,000円）

平成31年度（令和元年度）の事業と重点的な取り組みと予算

収入
会費収入 4,561,000円 障害福祉サービス等事業収入 794,000円
寄附金収入 400,000円 受取利息配当金収入 1,799,000円
経常経費補助金収入 67,617,000円 その他の収入 135,000円
受託金収入 51,033,000円 基金積立資産取崩収入 500,000円
貸付事業収入 197,000円 拠点区分間繰入金収入 4,123,000円
事業収入 1,488,000円 サービス区分間繰入金収入 3,353,000円
介護保険事業収入 51,175,000円 前期末支払資金残高 0円

合　計 187,175,000円
支出
法人運営

71,780,000円
はやま住民福祉センター

29,164,000円

介護保険サービス
45,833,000円

地域包括支援センター
30,000,000円

障害サービス 794,000円 基金運営 1,575,000円
生活支援事業 6,689,000円 ホームヘルプ 1,340,000円

合　計 187,175,000円

社協の使命として、年齢や障害のあるなしに関わらず「生きづらさ」を感じている人が、いつまでも「地域の一員」として暮らし続けられるよう、
一人ひとりの生活問題を原点にしながら、本人の強み、日常生活圏域を基本に地域のあらゆる資源を活用し、資源がなければ住民と共に作りあげる。
本人の自立支援と福祉のまちづくりを一体的にすすめてまいります。

平成31年度（令和元年度）の運営方針
近年、ライフステージを経ていく中で生じるさまざまなニーズやリスク、貧困、虐待、孤立死、自殺、ひきこもり、ごみ屋敷など解決になかなか

至らない複合的な要因を持つことが多い深刻な福祉課題・生活課題、こうしたことがいずれ自分自身の問題となるのではないかといった不安を持つ
人は少なくありません。これらの問題発生には、さまざまな要因がありますが、少子高齢化、人口減、経済社会の変化などにより、家庭、地域社会
等の相互扶助機能が急速に力を失ったことと強くかかわりがあります。そして、問題の解決には既存の社会保障・社会福祉制度だけでは限界があり、
十分に対応しきれていないのが現状であることは言うまでもありません。
そのような状況の中、自分たちのまちをどのような地域にしたいのか。地域共生社会の実現をめざす改正社会福祉法が平成30年4月より施行され、

住民に身近な圏域で、住民が主体的に地域課題を把握して解決を試みる体制づくりが始まりました。
平成31年度（令和元年度）は、地域福祉の担い手が社協に限らず多様化するなかにおいて、社協の果たすべき役割として、住民の地域福祉活動

参加への環境整備や全世代・全対象型の包括的な相談支援体制づくりに向け、改めて社協事業・活動の方向性を確認していくとともに、地域共生社
会の実現に向け、住民相互の支え合い機能を強化し、公的支援と協働して地域課題の解決を実践していく包括的支援体制づくりに住民・関係機関・
行政等との連携協働により取り組んでまいります。

＜重点的な取り組み＞
法人運営部門
〇地域から信頼される社協となるために、経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の向上等に努めます。
〇資産の効率運用等による積極的な事業財源確保を行います。

住民福祉センター部門
〇介護保険「生活支援体制整備事業」第2層生活支援コーディネーターを配置し、第２層生活支援協議体を新たに3か所設置運営します。
〇様々な関係機関や住民活動の連携とさらなる住民参加の促進を図るため、多職種連携や住民の支えあい活動を目的とした研修等を実施します。

地域包括支援センター部門
〇地域包括支援センターが１か所増設されたことから、担当エリア内のよりきめ細かな高齢者支援体制を築いていくとともに、行政及びセンター間
の情報の共有と連携、役割分担に努めます。

介護サービスセンター部門
〇特定事業所として積極的に困難ケースを受け入れます。
〇利用者確保に努め収益増による安定的なセンター運営を目指します。

事業や予算等の詳細は、事務局およびホームページで公開しております。また、日々の活動等ブログにて報告していきますので、ぜひご覧ください！
ホームページ：http://www.hayamashakyo.com/　ブログ：http://hayamashakyo.blog.fc2.com/



夏休み福祉活動体験学習2019
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【賛助会員（法人、企業、個人商店、ボランティア団体）】納入総額……３７９，０００円
㈲アシストホーム、㈲建旺住宅不動産、日本料理　一葉、風の子保育園、NPO法人お
かげさまのめぐみ舎、よこすか葉山農業協同組合、湘南葉山デイケアクリニック、㈾か
やのきや、ライフコミューン葉山、㈾大門商店、玉蔵院、交欒葉山一色、湘南グリーン
介護老人保健施設葉山、特別養護老人ホーム葉山グリーンヒル、㈲葉山衛生社、葉山町
漁業協同組合、明照幼稚園、葉山どうぶつ病院、㈲タントテンポ、SOMPOケア　ラヴィー
レ葉山、㈲葉山旭屋牛肉店、㈲永楽家、㈱葉山館、㈱横浜銀行、佐藤歯科医院、㈱湘南
サプライ、竹田医院、葉山町商工会、あけの星幼稚園、マーロウ葉山店、京急葉山交通㈱、
㈲友琉館、㈱三留モーター商会、㈲根岸精工、福厳寺、葉山にこにこ保育園、㈲日の出園、
仙光院、金魚屋　懐古堂、㈲加藤設備、㈱葉山国際カンツリー倶楽部、本圓寺、㈲野川
自動車修理工場、㈲片桐印刷、手打ちそば　和か菜、堀善船舶興業㈲、葉山観光開発㈱、
㈱メディケアー、㈲木村義肢工作研究所、逗子菊池タクシー㈱、逗子葉山ライオンズク
ラブ、㈱トータルプランナー、NPO法人青い麦の会、NPO法人オーシャンファミリー
海洋自然体験センター、音訳の会　葉山やまばと、ケアフレンズ葉山、コミュニティー・
ケア　さくらんぼ、さくら日本語の会、食事サービスグループ　オアシス、サークル歌
と大正琴の花園、つくしんぼ、日本防災士会葉山町支部、一般社団法人日本災害救護活動
士協会、葉山災害ボランティアネットワーク、葉山さろん、葉山手話サークル　クローバー、
NPO法人　葉山っ子すくすくパラダイス、葉山点訳の会、葉山の交通問題を考える会、
はやま防災ネットワーク、葉山町グランドゴルフ協会、葉山町ゲートボール協会、葉山
町身体障害者福祉協会、葉山町赤十字奉仕団、葉山町手をつなぐ育成会、NPO法人　ワー
カーズ・コレクティブ　のぞみ

【一般会員（社会福祉施設、社会福祉団体）】納入総額……………… １００，０００円
葉山はばたき、葉山清寿苑、幸保愛児園、逗葉歯科医師会、国際ソロプチミスト逗子・葉山、
逗葉地区保護司会、葉山町町内会連合会、葉山町民生委員児童委員協議会、一般社団法人
葉山町シルバー人材センター、葉山町ボランティア連絡協議会、葉山地区更生保護女性会

社協活動の財源は、県・町などからの受託金や補
助金、共同募金の配分金、寄付金、そして皆さんか
らの会費です。町民の皆さんのご理解とご協力によ
り、社協の各種事業は支えられています。
会費の納入については、昨年と同様に各町内会・
自治会にご協力をお願いしています。各町内会・自
治会の役員の方がご家庭にお伺いした際には、社協
の活動内容などにご理解のうえ、ご加入下さいます
ようよろしくお願いいたします。
また、各町内会・自治会に加入されていない方（世
帯）は、社協事務局（TEL：875－9889）までご
連絡をいただければ、職員がご自宅にお伺いさせて
いただきます。なお、社協事務局の窓口でも受付を
行っておりますので、ご協力をお願いします。
◎一般会費

�町内各世帯 …………………  年額一口　500円
�社会福祉施設、社会福祉団体等

………………………………… 年額一口1,000円
◎賛助会費

�本会の趣旨に賛同し、経費を助成する
各世帯、団体、法人 ………… 年額一口3,000円

令和元年度 社協会員募集と
会費納入のお願い

～今年度もどうぞよろしくお願いいたします～

ご協力ありがとうございました 平成30年度会費は、住みよい福祉のまちづくりのための
事業に充てさせていただきました。（順不同、敬称略）

全日程（4日間）に参加し、体験学習終了後に作文を提出できる葉山町内在住・在学の中学生・高校生
6月17日（月）　※期限厳守　　募集定員を超えた場合は選考となります。
所定の参加申込書に必要事項を記入の上、各申込先へご提出下さい。
①葉山町立中学校の生徒 → 在籍する中学校へ提出
②私立中学校の生徒及び高校生 → 葉山町社会福祉協議会（はやま住民福祉センター）へ提出
葉山町社会福祉協議会（はやま住民福祉センター）　電話：046-875-9889

参 加 対 象

申 込 期 限

申 込 方 法

申　込　先

問い合わせ先

※体験学習先の日程・コースなどの詳細は、
①葉山町立中学校の生徒には、6月上旬に中学校を通してチラシ（兼参加申込書）を配布します。
②私立中学校の生徒及び高校生は、6月上旬以降に葉山町社会福祉協議会（はやま住民福祉センター）までお問い合わせ下さい。チラシ（兼
参加申込書）を直接配布します。

～夏休みに貴重な体験をしてみませんか♪～
今年も「体験を通した福祉の学び」として、葉山町内の福祉施設などでの体験学習を開催します。

３．作文
【体験学習最終日に
作文を提出】

1．体験学習1日目【全体説明会】（3日間の体験学習を行うにあたっての説明会）

2．体験学習2～4日目（3日間）【福祉施設などでの体験学習】
※基本は3日間ですが、体験先によっては日数が変わる可能性があります。

【体験学習先】（予定）
（1）高齢者施設

①介護老人福祉施設「葉山清寿苑」
②介護老人福祉施設「葉山グリーンヒル」
③生活リハビリクラブ葉山
④木の下の介護「ライフコミューン葉山」

（2）障害者施設
⑤葉山はばたき

　
（3）保育園等施設

⑥おかげさまのめぐみ舎「おひさま保育室」
⑦めぐみ保育室
⑧学童あおぞら
⑨学童ひだまり
⑩子育ちの里 食と遊 葉山にこにこ保育園
⑪葉山風の子「風の子保育園」
⑫葉山町立葉山保育園
⑬葉山町子育て支援センター「ぽけっと」

＋

＋

夏休み福祉活動体験学習2019



再生紙を使用しています。

お問い合わせお問い合わせ
＜葉山町社会福祉協議会＞

TEL：875-9889 FAX：876-1873 E-mail：shakyo@hayamashakyo.com 

◆法人運営 社会福祉協議会の運営に関する窓口 

◎介護サービスセンター ケアプラン作成・ヘルパー派遣に関する窓口 

TEL：877-1031 FAX：874-9311 E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com 

◆はやま住民福祉センター 

福祉に関する相談窓口  

地域活動やボランティア活動に関する窓口  

日常生活自立支援に関する窓口

 

貸付に関する窓口

 
在宅福祉サービスに関する窓口  

◆葉山町地域包括支援センター 高齢者に関する総合相談窓口 

TEL：877-5324 E-mail：houkatsu@hayamashakyo.com 

住所：葉山町一色1437-3　ハビテーション葉山013

様々な検診や児童館情報など、葉山町の子育て情報をお届けします。
QRコードから、空メールを送れば登録完了。個人情報等は不要です。
QRコードを読んで、表示されたメールアドレスに空メールを送ってください。
QRコードが読めない方や、PCでの登録の方は、sukupara-fjoin@5-55.jp へ空
メールを送ってください。
折り返し、『“sukupara” メーリングリストへようこそ』というメールが返って
きたら登録完了です。

葉山すくすく子育てメール配信中！

あなたの優しさと笑顔を待っている方がいらっしゃいます。
一緒に住みよい葉山町をつくっていきませんか!?

応募資格：介護福祉士、介護職員初任者研修　ヘルパー２級以上
いずれかの資格をお持ちの方

時　　給：生活援助1,100円～　身体介護1,400円～
移動時間15分につき250円
活動手当１件100円　通勤費支給、夏期・冬期一時金支給

問い合わせ先：電話：８７５－９８８９（法人運営：中野）

葉山町社会福祉協議会 登録ホームヘルパー募集

4月に就任した「生活支援コーディネーター」です。
社会福祉協議会は、平成30年度より葉山町介護保険総合事業の「生活支援体制整備

事業」第２層協議体運営事業を受託し、地域ごとに広く生活関連分野の公私の関係者が
連携できる環境をつくりながら問題解決の仕組みづくりを目指す会議を行っています。

平成30年度は下山口、堀内、長柄で活動が始まり、生活支援コーディネーターが地
域へ出向いて顔の見える連携づくりをしています。

今年度は上山口、一色、葉桜に新しく協議体を作り、会議や地域踏査を行って地域の
みなさんが住みやすいまちづくりを目指していきます。 一色地区担当　加納ゆかり

第２層
協議体

「高齢者サロン」
いつもお手玉を楽しんでいます。

一緒にやりませんか？

「子ども会」
昔遊びを教えてくれるボラン
ティア探しています。

「診療所」
医師会に相談して講師派遣を

検討しますよ。

「商店店主」
認知症らしきお客様、支払いの

計算ができない。

「小地域福祉活動推進組織」
認知症の方が安心して暮らせるよう

研修会を企画しよう。

様々な立場の人たちが集まり、こんな話し合いが自然にできる協議体を目指します！

「あら、加納さ
ん！と声をかけてい
ただけるコーディネー
ターになれたらと
思っています。」

一色地区のみなさん
!!

葉山災害ボランティアセンター設置・運営訓練を開催しました！

葉山災害ボランティアセンターとは？
葉山町で大規模な災害が起きた際に、災害によって発生した困りごとと、葉山
町内外からの応援（人材、資源・物資、資金、情報、ネットワークなど）をつなぎ、
調整する機能と役割をもつ機関です。葉山町の要請によって葉山町社会福祉協議
会が立ち上げ、葉山災害ボランティアネットワーク（HSVN）をはじめとするボ
ランティアさんと協力して運営します。

去る2月23日（土）葉山町消防署地下講堂にて、葉山災害ボランティアセンター設置・運営
訓練が開催されました。本訓練は、平成25年度から毎年行っている訓練で、葉山町社会福祉
協議会とHSVNとの共催で開催されています。
今回は、災害ボランティアセンター運営者役と活動ボランティア役に分かれて、ロールプ

レイ訓練を行いました。
当日はHSVN会員の他、町内在住者、行政職員、近隣地区災害ボランティア、葉山町社会

福祉協議会職員など、43名の参加がありました。
「～が課題」「災害ボランティアセンターのことがわかった」「実際のときも対応できそう」
などの意見が出ており、得るものが多い訓練でした。今後もボランティアさんや行政などと
協力して災害ボランティアセンターについて考えていきたいと思います。

4Shakyo Hayama


